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授業の目的（シラバスより）

本授業では、自然科学や工学の事象の正確な表現に必須となる数学的方法の
うち、「統計学」の内容を一通り身につけることを目的とする。

統計学とは✓ ✏
• 多数のデータから意味のある情報を抽出するための手法，理論．
• 確率論を基礎にして，不確実性を含む多数のデータから，一定の確
実さをもった判断を下すことが目的．✒ ✑
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統計学とは
記述統計学

• 観察対象となる集団の性質（特徴）・傾向（ばらつき）を正確に記述する
ことを目的とする統計学．
• 大量のデータの観察と数量化によって集団の特徴を記述する．

推測統計学

• 母集団から抽出したサンプル（標本）に基づいてその母集団全体の特徴
や性質を推測しようとする統計学．
•「部分のデータ（サンプル）」を調べて分析し，「全体の集団の特徴・傾
向」をある程度の妥当性・信頼性を持って推測する．
• 記述統計学と確率論を基盤とする．
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推測統計学とは？
問題 ：超能力の検定

• 自分にはサイコキネシスの能力があると感じている太郎くんが，奇数
の目が出るよう念じながら 1 個のサイコロを 1000 回 繰り返しころが
した．
• すると，奇数の目が 542回，偶数の目が 458回でた．
• 太郎くんには超能力があると言っていいだろうか？

2015 年度秋学期「数学 II-J（確率統計）」ガイダンス (3)



推測統計学とは？
問題 ：超能力の検定

• 1000回中，奇数の目が 542回でた．これは偶然か否か？

判定 ：「超能力があると言ってよい」と考えられる．

• 超能力なんてあるはずない．よって，「たとえ 542回以上奇数が出たと
しても，それは偶然である」と仮説をたてる．
• しかし，実は 1000 回ころがして，542 回以上奇数が出る確率は 1% 以
下である．
•「1%」の確率を「非常に稀である」と考えれば，上の仮説は棄却される．
• よって，「1000回中，542回でた」事実は偶然ではなく，他の要因（超
能力）が働いたと結論づけるべきである．
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教科書「確率統計の基礎」和田秀三著（サイエンス社）
• 第 1章「データの処理」

記述統計学
（平均，分散，相関係数…）

• 第 2章「確率分布」
確率論（確率変数，確率分布）

• 第 3章「推定」
• 第 4章「検定」

推測統計学
　　

2015 年度秋学期「数学 II-J（確率統計）」ガイダンス (5)



なぜ統計学を学ぶのか？
• 統計学は，社会や人間に関わるさまざまな事象の分析と多数のデータの
定量的な取り扱いを可能にすることから，さまざまの分野で広範に活用
されている．
◦ 社会科学や医学などの人間集団を相手にした学問研究分野
◦ 心理学や教育学などの人間行動の分野
◦ 品質管理などの生産現場
◦ 保険や経営といったマネージメント分野
◦ 政策決定のための指針作成
◦ 自然科学の分野（不確実性を含む自然現象を解明）
◦ 情報理論（確率論とその応用）
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なぜ統計学を学ぶのか？
•「統計学は，データの解析結果に基づき，どんな権威やロジックも吹き
飛ばして最善の判断を下す」

•「たくさんある数字を１気に縮約して，答えが何かを導き出すために，統
計学は 100年以上かけて取り組んできました」

•「統計学は情報をすごく短くまとめてくれます．逆に言えば，統計的な
リテラシーが上がると，情報を伝えるのが楽になるという面もある」
•「統計的リテラシー」とは，日々の生活の中で、統計から的確に情報を読
み解く基本的技能のこと．

（週刊ダイヤモンド 2013年 3月 30日号「最強の武器『統計学』」より）
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